
改善箇所説明図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

識別：左リヤドアロアーヒンジ取付けボルト(下側)に白ペンを塗布する。 

 

 

 

 

 

基 準 不 適 合 発 生 箇 所 

改善の内容 

全車両、制御プログラムを対策プログラムに修正する。また、インジェクタおよび排気側の

バルブ周辺に堆積した煤を清掃する。 

注)       は、対策プログラムに修正する部品を示す。 

エンジン制御コンピュータ 

インジェクタ 

排気側バルブ 

      は、清掃する部品を示す。 

ディーゼルエンジンにおいて、エンジン制御コンピュータの吸入空気量制御が不適切なため、

気筒内の燃料濃度が部分的に濃くなり、燃焼時に多く煤が発生することがある。そのため、

排気バルブが開いた際に煤が排気側バルブガイド周辺に入り堆積して、バルブが動きにくく

なり、圧縮不良による加速不良や車体振動が発生し、最悪の場合、走行中にエンジンが停止

するおそれがある。 


